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会議次第 

１ 報 告  

淵野辺駅南口周辺のまちづくりについて 

２ 議 題 

（１） 役員及び運営協議会小委員会の構成について 

（２） 令和４年度公民館運営協議会事業結果及び補助金の収支決算につい 

て 

（３） 令和５年度公民館運営協議会事業計画及び補助金予算について 

（４） 令和５年度公民館事業計画について  

（５） 大野北公民館振興計画の改定について  

（６） 公民館の事業実施状況について 

（７）その他 

 

 



協  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ 報 告  

・淵野辺駅南口周辺のまちづくりについて 

  生涯学習課から、次世代に引き継ぐ淵野辺駅南口周辺のまちづくりビジョンについて説

明があった。 

２ 議題 

（１） 役員及び運営協議会小委員会の構成について 

副会長、会計及び幹事の役員の選任及び学習・文化委員会、体育委員会及び青少年委 

員会の構成について、事務局から説明を行い了承された。 

（２） 令和４年度公民館運営協議会事業結果及び補助金の収支決算について 

令和４年度の事業計画及び補助金の収支決算について、事務局から説明を行い了承さ 

れた。 

（３） 令和５年度公民館運営協議会事業計画及び補助金予算について 

令和５年度の事業計画及び補助金の予算について、事務局から説明を行い了承された。 

〇事業計画（案）について、公民館振興計画の改定に関して、今年度から計画的に改訂を検 

討していく委員会を開催していくのがよいのではないか。 

●早めの準備が必要と考えているが、進め方については後ほど意見をいただきたい。 

〇事業計画の「その他」の欄に「振興計画の改定」の表記があった方がよい。 

●その他の欄に振興計画の改定について取り組む表記を入れさせていただく。 

（４） 令和５年度公民館事業計画について 

〇学級やサロンコンサートなどがなぜ「学習・文化」ではなく「館報・その他」の欄に載っ 

ているのか。 

●従来から、この分け方をしてきたが、小委員会では学習・文化委員会で取り扱っている。 

〇ことぶき学級は高齢者の学習の機会である。ぜひ「学習・文化」の欄に掲載していただき 

たい。 

●学習・文化」の欄への掲載を検討する。 

〇子どもまつりが１２月に開催する予定になっているが、なぜ寒い時期に開催するのか。公 

民館まつりでもたくさん子どもの来場があった。子どもに楽しいおまつりの体験をさせる 

なら夏がよいのではないか。 

〇子どもまつりは、子どもたちが計画して運営する事業である。当日までに４回ほど実行委 

員会を開催している。夏休みに実行委員会を開催すると人数が集まりにくいのではという 

ことで検討した結果、１２月に開催することとした。 

〇ことぶき学級と成人学級の期間が重複しているが、時期を少しずらしてもらえれば両方参 

加できるのではないか。 



〇学級の担当者同士で話し合いをしてもらいたい。 

（５） 大野北公民館振興計画の改定について  

〇予算は取れないのか  

●振興計画を改定するための予算というのは特に計上していない。振興計画は各公民館でも 

見直しを行うが、特別な理由がない限り新規に予算を確保するのは難しい。 

〇改定の進め方を検討するなかで、予算が必要だとしたら来年度に向けて考えればよいので 

は。  

〇会議費として 15,000 円計上しているので、やりくりすることは可能ではないか。 

〇計画期間１０年は長すぎる。もう少し短い期間での見直しが必要ではないか。 

〇複合施設ができたら状況が変わるので、その時点で見直しをする旨をあらかじめ振興計画 

に入れておいてもよいのでは。 

〇各組織の方が集まっている場であり、地域のことを知る良い機会と考える。大野北公民館 

のように小委員会制にしているのは少数派であり、専門部制にすることも併せて検討して 

いただきたい。どんな体制で検討を行うのか。まずは全体で「学ぶ」場を持ってから、進 

めたいと考える。 

〇スケジュールの提案をいただけないか。 

〇事務局でどういう方向がよいのか検討していただき、次回運営委員会で提示してもらえれ 

ばよいのでは。必要があれば運営委員会の開催を前倒しにするという方法もある。 

〇前回の改定時は、検討委員会のメンバーは事務局で選出した。まずは事務局で案を出すか、 

やりたい人が手を挙げる。検討委員会を発足することからまずはじめたい。 
 

  次回の運営協議会の開催を予定より早めて９月に開催することとし、引き続き検討する 

こととなった。 
 

（６） 公民館の事業実施状況について 

〇事業評価シートは、誰が何のために作っているのか 

●第１次評価者と第２次評価者がそれぞれ評価をしている。ポイント合計のランクに   

応じて事業の継続・廃止等の検討をする。 

〇振興計画の３ページにも記載があるように、ＰＤＣＡサイクルによる進行管理体制を継続 

するため、事業評価シートを活用している。 

〇「運営協議会に公開するものとし」とは。運営協議会で評価するものではないのか。 

●内部評価だけで終わらせないために運営協議会で公開している。ご意見を頂戴して事業に 

生かしていく。 

（７）その他 

   ７０周年記念誌の発行状況について、事務局から報告した。 

 

以 上 



 

大野北公民館運営協議会委員出欠席名簿  

  
 

 

氏  名 選 出 母 体 備考 出欠席 

小川 紳夫 公民館長 会 長 出席 

彦坂 克則 共和小学校長   出席 

小林 知昭 共和中学校長   出席 

山口 信郎 大野北地区自治会連合会 副会長  出席 

林  知治 大野北地区自治会連合会   欠席 

岡本  誠 大野北地区自治会連合会   出席 

森光 雄一郎 大野北青少年健全育成協議会   出席 

宮津 敏信 大野北地区老人クラブ連合会   出席 

佐藤 幸一 にこにこ星ふちのべ商店会   出席 

小出 茂 PTA大野北ブロック（大野北中学校 PTA）   出席 

柿沼 秀康 大野北地区社会福祉協議会   出席 

望月 規男 地区民生委員児童委員協議会   出席 

緒方 祐美 大野北公民館利用サークル   出席 

今 美和子 大野北公民館利用サークル   欠席 

金田 輝義 大野北公民館利用サークル   出席 

坂口 芳郎 社会教育有識者   出席 

河本 耕生 社会教育有識者   出席 

猪口 敦子 公募   出席 

柴田 孝子 公募   出席 

清水 博登 公募   出席 

中島 順子 青少年指導委員大野北地区協議会   出席 

長田 文成 スポーツ推進委員大野北地区協議会   欠席 

市橋 まゆみ 広報部会   出席 

 


